
国
労
新
潟
県
支
部
で
は
、
10
月
１
日
に

強
行
に
実
施
さ
れ
た
検
修
外
注
化
に
伴
っ

て
、
職
場
の
実
態
調
査
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

県
支
部
で
は-

-
-

「
検
修
外
注
化
に
つ

い
て
の
団
交
で
『
意
見
の
一
致
を
み
な

い
』
部
分
も
多
数
あ
り
ま
す
。
解
明
要

求
・
基
本
要
求
で
会
社
側
の
回
答
と
か

け
離
れ
た
職
場
実
態
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
支
部
は
、
会
社
の
不
誠
実
な
現
場

説
明
対
応
を
明
ら
か
に
し
、
今
回
の
施

策
の
10
月
１
日
実
施
が
不
合
理
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
り
ま
し
た
。

出
向
発
令

約
８
０
０
名
に

出
向
発
令
は
当
初
１
３
０
０
～
１
５

０
０
人
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
10
月

１
日
以
降
、
約
８
０
０
人
超
と
な
っ
て

い
ま
す
。

職
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

な
が
ら
、
他
労
組
の
動
向
も
踏
ま
え
、

点
検
・
摘
発
行
動
を
強
化
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

国
労
本
部
は
10
月
22
日
Ｊ
Ｒ
各
社
に

年
末
手
当
３
・
５
ヶ
月
分
を
要
求
、
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

国
労
本
部
は
貨
物
会
社
に
対
し
て
10

月
24
日
に
「
２
０
１
２
年
度
年
末
手
当
」

の
支
払
い
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
闘
申

第
６
号
）
関
す
る
要
求
の
趣
旨
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

国
労
本
部
は
、
11
月
２
日
を
第
２
回

11
月
８
日
を
第
３
回
の
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。具

体
的
な
取
り
組
み

①
各
貨
物
職
場
で
の
職
場
集
会
の
開
催
。

②
本
社
と
支
社
宛
の
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
郵

送
す
る
。

③
社
長
宛
の
要
請
葉
書
の
取
り
組
み
。

④
現
場
長
へ
の
申
し
入
れ
。

⑤
支
店
へ
の
申
し
入
れ

⑥
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
行
動
を
計
画
し
ま
し
た
。
全
組

合
員
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
鉄
新
潟

運転関係の
検修外注化に伴う
実態調査

関東ブロック
「全分会長会議」

新潟・高崎・水戸・千葉・
長野・東京・各地方本部

日時 １２月１５日（土）
１３時３０分～

場所 全水道会館
４階大会議室

議
長

眞
田
敏
幸

総
括
・
事
務
連
絡

副
議
長

中
曽
根
一
茂

組
織
・
調
査
（
北
海
道
・
東
北
）

副
議
長

木
元
昌

調
査
・
組
織
（
関
西
・
九
州
）

事
務
長

笠
井
広
行

企
画
・
教
宣

全
国
貨
物
通
信

事
務
次
長

瓜
田
徳
継

教
宣
・
企
画
（
関
東
・
東
海
）

全
国
貨
物
情
報

系
統
別
担
当
者

乗
務
員
関
係
・
瓜
田
徳
継

検
修
関
係
・
木
元
昌

駅
関
係
・
中
曽
根
一
茂

保
全
関
係
・
笠
井
広
行

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
・
笠
井
事
務
長



Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
解
決
後
、
組
織
強
化
・

拡
大
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
本
大
会
で
も
、
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ

た
よ
う
に
緊
急
課
題
で
す
。

国
労
本
部
は
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
次

回
大
会
ま
で
１
０
０
０
名
の
拡
大
を
め
ざ

す
取
り
組
み
を
提
起
し
ま
し
た
。

国
労
全
体
で
、
今
ま
で
60
歳
以
降
も
雇

用
を
継
続
し
て
い
た
の
で
、
２
～
３
年
は

組
織
状
況
は
横
ば
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

退
職
者
が
増
え
て
毎
年
６
０
０
～
７
０
０

名
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
で
１
０
０
０
名
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
か
な
い
と
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

来
年
１
月

組
織
経
験
交
流
会

計
画
し
て
い
ま
す

拡
大
行
動
を
３
つ
の
期
間
に
分
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
１
月
下
旬
ま
で

②
中
央
委
員
会
か
ら
春
闘
・
新
規
採
用
時

期
ま
で

③
そ
れ
以
降
、
全
国
大
会
ま
で

と
し
て
い
ま
す
。

新
潟
地
本
は
、
来
年
１
月
19
～
20
日
に

地
本
旗
開
き
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
企
画
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
組
織

拡
大
交
流
会
・
労
働
講
座
も
含
め
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

組
織
経
験
交
流
に
つ
い
て
他
地
本
と
の

交
流
を
企
画
し
進
め
て
い
ま
す
。
日
程
は

一
泊
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
組
合
員
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
11
月
11
～
12
日

東
日
本
運
転
協
議
会
交
流
会

●
11
月
21
日

「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業

務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
」
に
関
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

●
11
月
23
日

２
０
１
２
年
「
退
職
者
激
例
会
」

●
11
月
27
日

北
陸
新
幹
線
対
策
関
係
地
方
本
部
会
議

●
12
月
８
日

工
務
協
議
会
定
期
委
員
会

編
集
後
記

11
月
に
入
り
寒
さ
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
猛
暑
は
ど
こ
へ
行
っ

た
の
か
～
立
冬
を
過
ぎ
て
季
節
は
冬
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
大
雪
に
な
ら
な
い
と
良
い
で
す

ね
。11

月
は
行
事
や
各
種
会
議
・
定
期
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
来
年
、
地
本
旗
開

き
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
一
泊
の
日
程
で

内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
組
合
員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
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① 支払額は、２０１２年１２月１日現在の

基準内賃金の３．５か月分とすること。

② 支払日は、２０１２年１２月５日までと

すること。

③ 期間率、成績率及び５５歳以上の者の取

り扱い等支払い条件を大幅に改善すること。

④ 支払いにあたって公平・公正に行い、社

員間・組合差別は絶対に行わないこと。

⑤ 調査期間内に５５歳に達した者は、５５

歳到達時の基準内賃金の１００％を策定基

礎額とする。

⑥ 契約社員及び臨時社員についても、社員

と同様の取り扱いをすること。


